


みんなは、むしはすき？ 



このむし、な～んだ！？ 

こたえは・・・ 

  “とんぼ”  



では、とんぼのこどもは 
   どれか わかるかな？？ 

 こたえは・・・３ ですよ！！ 

とんぼの こどもは『やご』といいます。 

① ③ 

② 





なつのおわり・・・ 
だれもつかわない小学校のプールに、 
トンボがやってきました。 



おかあさん 
   「たまごをうむのに、とってもいいところだわ」 
おとうさん 
   「げんきな子がそだつといいね」 



さむいふゆをこして 
たまごから、ヤゴがかえりました。 
ちいさな、ちいさなヤゴのすけです。 
ヤゴ 
  「ごはんをたべて、はやくおおきくなりたいな」 



そとは、だんだんあたたかくなってきました。 
ヤゴのすけは、ごはんをたくさんたべて、 
すこしずつおおきくなりました。 



はる 
こうていのサクラがさきました。 
ヤゴのすけのからだは、だいぶおおきくなりました。 



６月 
ヤゴのすけは、おとなのトンボになれるくらい、大きくなりまし
た。 
あとは、水から上がってトンボになるだけです。 
ヤゴ 
   「どこか、水の上に出られないかなあ」 



ヤゴがトンボになるためには、水の上に出られるような、 
つかまるところが ひつようなのです。 



しかし、小学校のプールは、どこをさがしても、 
水の上に出られそうにありません。 
ヤゴ 
  「こまったな。つかまるところがないと、トンボになれない
よ」 



さらに、プールの時間がはじまる前にプールのそうじして 
あたらしい水を入れるようです。 
ヤゴ 
  「わ～！！流されちゃうよ～！」  



しょうがっこうのおにいさん、おねえさんがあみやバケツをもって 

プールにやってきました。 



どんどん、プールのヤゴたちを、あみですくっていきます。 

ヤゴ 

  「わ~！！つかまったぁ」 

 



そして、プールから救い出してもらったやごのすけは、
みんなからごはんをもらい。。。。 



天気の良い、ある朝。 



 
やごのすけは、水から上がり、木の枝をのぼりました。 
まず、頭、そして胸が出てきます。 



背中を大きくそらして、逆さまになりました。 
ヤゴのすけ「まだやわらかい手が、がっちりと 
        かたくなるまで、がまん・がまん」 



手がしっかりとかたくなると、体を起こします。 
ヤゴのすけ「ここで手をすべらしてしまわないように、 
               気をつけないと・・・」 



最後にお腹を出しました。そのあとさらに、
じーっと待っていると・・・・ 



しわくちゃだった羽がのび始めます。 
お腹もだんだんのびてきます。 



羽がかわき、体もかたくなりました。ヤゴのすけは、 
ついにおとなのトンボへと、へんしんすることができました。 



ヤゴのすけ「ぼく、トンボになれたよ！」 
ヤゴのすけは、広い空に飛びたっていきました。 
あとには、ヤゴだったころのぬけがらだけが残っていました。 
 





みんなで 
やごをそだてよう！ 



ヤゴのおうちをつくろう 

• “おちば”や“こいし”をいれよう 
• “きのえだ”や“ぼう”をいれよう 



ヤゴにえさをあげよう 

やごのえさは 『あかむし』や 

               『いとみみず』です。 

  やごは うごいているものを、 

            えさだとおもってたべます。 

      いちにち１かいは、えさをあげよう！ 



おとなになるときは・・・ 

さわいじゃ、だめだよ！ 

きゅうにあかるくしないようにしよう 

さわっちゃ、だめだよ！ 

すこしはなれて、しずかにみようね！ 
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